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この広報誌は再生紙および植物油インキを使用しています。この広報誌は再生紙および植物油インキを使用しています。

就労継続支援（Ｂ型）事業

生活介護事業

地域活動支援センター事業

　今回は苑外での販売活動を紹介させて頂こうと思います。10月
1日、毎年京都市洛西ふれあいの里授産園で行われている、「洛西
ふれあいの里秋まつり」に参加しました。今年はキャラメル味の
ポップコーンを紙カップ1杯100円で販売しました。利用者の方も
2名販売員として参加して頂き、恥ずかしがらず大きな声で「ポッ

プコーン売ってますー！良かったら見ていって下さい！」と一生懸命
お客さんを呼び込んでおられました。その甲斐もあってか最終的
に、７,３００円の売上げがありました。また12月9日に長岡京市立中
央公民館で開催予定の「障がい者児の人権を考える市民のひろ
ば」、12月10日長岡第十小学校で開催予定の「長十フェスタ」でも
出店を予定していますので、是非お立ち寄り下さい。

　「障害」の「害」という漢字は否定的なイメージを思い浮かべたり、不快感をもたれたりと、人に対して使用することが心身に障がいを持つ方々への差
別や偏見を助長しかねません。このことから、本組合で作成・発送する文書や広報などは、人や人の状態を表す「障害」の文字を「障がい」と表記しま
す。但し、法律や制度の名称及び「障害物」など人や人の状態を表さない言葉では、従来どおりの表記となります。

乙訓若竹苑は、就労継続支援（B型）事業・生活介護事業・地域活動支援センター事業・
日中一時支援事業・相談支援事業を行っています。
TEL ０７５・９５４・６５０１　FAX ０７５・９５４・６５８８

「障がい」のひらがな
表記について

乙 訓 若 竹 苑

乙訓福祉施設事務組合とは向日市、長岡京市、大山崎町の2市1町が福祉事業の一部を共同して行うことを目的として設立されている一部事務組合（特別地方公共団体）です。

乙訓福祉施設事務組合

広
報

2017
12
No.38

「地域活動支援センターでは何をしているの？」
というお声があるので活動をご紹介します。

火曜日～土曜日、どの曜日も利用定員に空きがあります。
自宅中心の生活をされ、もう少し過ごしの選択肢を
広げたい方など、ご連絡下さい。

生活介護　利用者さんの作品

宝ヶ池 子どもの楽園

●上半期の生活介護事業の様子
　生活介護事業では、1か月に2～3回の頻度で創作活動を行って
います。創作物は個人の自由な絵描きや季節に合わせた小物作り
など、その時々で決めています。今までは生活介護の利用者さん全
員で作った造形物を芸術展に出展していたのですが、今年は初めて
個人の作品としてそれぞれの利用者さんが出展することとなりまし
た。自分が塗りたいように塗った絵や好きな駅名を並べた作品な
ど、1人1人の感性や想いの詰まった作品です。また、作品だけでは
なくその作品を入れる額縁までも手作りをして、さらに個性的な作
品に仕上がりました。
●お願い
　生活介護事業では生産活動・リサイクル活動のため、アルミ缶と
牛乳パック（中身をよく水洗いし乾燥させたもの）の回収を随時行っ
ております。ご協力いただける方は、乙訓若竹苑（０７５－９５４－６５０１
生活介護事業）までご連絡ください。
皆様のご協力をお待ちしております。

●平成29年度アルミ缶による
　上半期の収入。
アルミ缶：総重量 246,5kg
　　　　 買い取り価格100～110円/kg
合計 26,133円の収入となりました。
ご協力ありがとうござました。

●月間活動、予定：月1回外出レクリエーションを実施しています

・4月　ボウリング、カラオケ、お茶（喫茶店）を楽しみました。
・5月　さくらであい館（八幡市）、水無瀬川緑地公園（島本町）で
　　　ゆっくり過ごしました。
・6月　バーベキューをしました。
・7月　祇園祭の鉾を見にいきました。
・8月　夏祭りで、ビンゴゲーム、魚釣りなどを楽しんだり、
　　　かき氷を食べました。
　　　夏祭りは2日実施し、1日は生活介護と一緒に、もう1日は
　　　利用者さんのご家族にも参加していただきました。
・9月　プール、青少年科学センターに行きました。

その他に、月1回、「スポーツ､ゲーム」「音楽レクリエーション」「健康相
談日」「ティータイム（お茶をしながら利用者さんと翌月の予定確認を
します。）」不定期で、「調理レクリエーション」「体育館を借りて運動遊
び」などを実施しています。

●週間予定：曜日毎に決まった活動について紹介します

・火曜日　仕事･･･30分～1時間程度。2週に1度のアルミ缶回収日に、
　　　　 井ノ内自治会さん始め、地域の皆さんに頂いたアルミ缶を
　　　　 「洗う」「潰す」「リサイクル業者に持ち込み」しています。
　　　　 そこで頂いたお金は仕事を頑張った方の工賃としています。
・水曜日　長岡京市の図書館･･･2週に1度行っています。
・木曜日　書道･･･1時間程度。ボランティアさんにお手伝い頂いています。
・金曜日　仕事･･･30分程度。アルミ缶を潰す作業を主にしています。
・土曜日　決まった予定はありません。
不定期で、散歩、仕事（除草作業、植木の剪定）畑作業などをしています。
月間予定＋週間予定を組み合わせても毎日の予定がぎっしり詰まる
ことはありませんので、地域活動支援センターでは全体的にゆったり
とした時間が流れています。また、空き時間に趣味の活動をされた
り、個々の活動、過ごしをされています。

ポニーの園庭でお餅つき

ポニーの園庭で水遊び
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療育プログラムの紹介

　乙訓ポニーの学校は、発達の遅れやつまずきが心配され
る就学前のお子さんを対象とした児童発達支援事業を行う
親子通園の療育施設です。利用申し込みは3月、6月、9月、
12月の年4回受け付けています。
　また、乙訓地域で生活しておられる18歳未満の児童と
そのご家族を対象とした相談支援事業も行っており、様々
なお悩みや困り事について相談をお受けしています。

TEL  075-952-5000　　FAX  075-953-5200

3月までの予定は次の通りです。
　おもちゃライブラリーは、通園児親子に限らず地域のどなたでもご利用できるように、
プレイルームを開放している日です。ゆったりとしたスペースで、トランポリンやすべり台
等の大型遊具や好きなおもちゃを使って自由に遊べます。雨の日も安心です。
　また、遊びのアドバイスや子育てに関するご相談に応じています。お子さんのことでお
聞きになりたいことがありましたら、何なりとお尋ねください。

原則として、金曜日の15時～16時30分に開催
しています。

12月22日
2月23日

1月26日
3月２3日

卒•退園児のための施設開放事業時間は10時～15時です。

平成29年12月26日(火)、平成30年3月30日(金)

おもちゃライブラリーのご案内

嘱託職員（相談員・事務員）を募集しています。
詳しくは組合ホームページを確認ください。

乙訓ポニーの学校

14：30 保護者と分離後、
グループ療育を実施。

　保護者は、担当職員を
交えてグループ面接を行
います。

15：15 おやつ

15：30 療育終了／親子再会

　隔週で療育の様子を保
護者に報告します。

※適宜、個別療育を実施し、個々に応じた課題に
　取り組みます（5回／半年）。

グループ療育クラスの取り組み

グループ療育クラスについて

　年少児から年長児を対象とした、1クラス5 ～7名の小集団のクラスです。指導員と一緒に様々な集団遊びを楽し
む中で、他者の意図やルールを意識し、適切な自己表現や仲間意識を育んでいきます。

グループ療育クラスのプログラム
身体を使った遊び

　プレイルームで、様々な大型遊具
で身体をダイナミックに使って遊
びます。遊具を組み立てたサーキッ
トを一周してシールをもらったり、
遊具を上ってパズルのピースを取
り、友達と一緒に完成させるなど、
友達と取り組むことで意欲が高ま
り、難しいことにも挑戦できたりし
ます。

ごっこ遊び
　お買い物ごっこやレストラン
ごっこなどのごっこ遊びを通して、
役割を持って他児とやりとりをし
て遊びます。指導員が言葉かけをし
てモデルを示すことで、子ども同士
で関わり合って遊べるように援助
します。また、お店と家までの間に
大型遊具で道を作ることでイメー
ジが広がったり、順番を意識しやす
くなったりします。
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平成28年度決算 財 政 状 況 の 公 表

　平成28年度の乙訓福祉施設事務組合一般会計決算は、9月21
日に行われた組合会議で認定されました。
　歳入4億2千335万6千689円、歳出は4億995万2千983円で、
差引残額は1千340万3千706円となりました。前年度との比較
では歳入は3.6％の減、歳出は3.1％の減となっています。

　歳入歳出の主な内容は、上記のグラフのとおりです。
　なお、決算の詳細は組合のホームページに掲載しておりますの
で、そちらもご覧ください。
※予算の詳細についてもホームページに掲載しています。

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と

平成29年度上半期
　乙訓福祉施設事務組合は、財政状況の公表に関する条例に基づき、毎年6月と12
月に組合財政の状況について公表しています。
　今回は、平成29年度の上半期分として、平成29年9月30日現在における予算の執
行状況や組合財産の現在高等についてお知らせします。

◇一般会計歳入歳出予算執行状況
（平成29年9月30日現在）

歳　入� （単位：千円）

款 予算現額 構成比 収入済額 収入率

1� 分担金及び負担金 405,665 94.6% 198,059 48.8%

2� 国 �庫 �支 �出 �金 6,246 1.5% 0 0.0%

3� 府　支　出　金 8,123 1.9% 2,000 24.6%

4� 財　産　収　入 5,731 1.3% 2,734 47.7%

5� 繰　　越　　金 1,000 0.2% 13,404 1340.4%

6� 諸　　収　　入 2,203 0.5% 886 40.2%

歳　入　合　計 428,968 100.0% 217,083 50.6%

歳　出� （単位：千円）

款 予算現額 構成比 支出済額 執行率

1� 議　　会　　費 1,464 0.4% 722 49.3%

2� 総　　務　　費 69,092 16.1% 29,897 43.3%

3� 民　　生　　費 357,412 83.3% 164,201 45.9%

4� 予　　備　　費 1,000 0.2% 0 0.0%

歳　出　合　計 428,968 100.0% 194,820 45.4%

組
合
議
会�

議
員
紹
介

議
会
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　8月に向日市議員の役職改選、また10月に長岡京市議員の選挙が
行われました。11月1日現在の組合議会議員は、次の方々です。
　副議長は、今後開催される議会で選出予定です。

議
　
長

前
川
　
　
光
（
大
山
崎
町
）
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委
員

常
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）
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〃
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〃
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　�
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）

◇組合財産の現在高� （平成29年9月30日現在）

区　分 数量・面積 内　　　　　容

土　地 3,286.46㎡ 若竹苑
ポニーの学校用地（旧ポニー用地含む）

建　物 2,045.58㎡ 若竹苑、ポニーの学校（組合庁舎含む）

物　品 60品 1品10万円以上の物品

◯基金の状況� （単位：千円）

◯一時借入金の状況

名　称 平成29年9月30日現在残高

財政調整基金 2,007

施設整備基金 0

平成29年9月までの一時借入金の借入実績は、ありませんでした。

繰越金
16,344千円

（3.8%）

財産収入
7,529千円

（1.8%）

諸収入
1,796千円

（0.4%）

議会費
1,867千円

（0.5%）

投資的経費
1,372千円

（0.3%）

扶助費
945千円

（0.2%）

維持補修費
3.032千円

（0.8%）

補助費等
31,544千円

（7.7%）

物件費
61,922千円

（15.1%）

国庫支出金
6,246千円

（1.5%）

府支出金
8,123千円

（1.9%）

分担金及び負担金
383,319千円
 （90.6%）

民生費
346,683千円

（84.5%）

（　　　　　　　　　　　　 ）乙訓若竹苑、乙訓ポニーの学校、介護障害審査課、
障がい者相談支援課に伴う費用

総務費
61,403千円

（15.0%）

人件費
311,138千円

（75.9%）

義務的経費
312,083千円

（76.1%）

消費的経費
96,498千円
（23.6%）

消費的経費
96,498千円
（23.6%）

歳 入
423,357千円
（100.0%）

歳 出
（目的別）

409,953千円
（100.0%）

※予算の詳細についてはホームページに
　掲載しています。
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乙訓福祉施設事務組合人事行政の運営等の状況
本組合における人事行政の公正性、透明性を高めるため、「乙訓福祉施設事務組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免・給与・勤務条件・

服務の状況などを公表します。なお、詳しくはホームページをご覧ください。

①職員の任免および職員数に関する状況
1�職員の採用・退職（平成28年4月2日から平成29年4月1日）

区分 退職(人) 採用(人)
事務職 0 0
指導員 1 2
相談員 1 0
合計 2 2

2�退職事由（平成28年4月1日から平成29年3月31日）
区分 定年 勧奨 普通 その他

出向など 合計

人数（人） 1 0 1 0 2

3�再任用の状況（平成28年4月1日から平成29年4月1日）
区分 人数（人）

平成28年4月1日在職者数 1
平成29年4月1日在職者数 2

4�年齢別職員数（平成29年4月1日）
年齢 20歳未満 20歳〜23歳 24歳〜27歳 28歳〜31歳 32歳〜35歳 36歳〜39歳

職員数（人） 0 0 4 6 7 1
年齢 40歳〜43歳 44歳〜47歳 48歳〜51歳 52歳〜55歳 56歳〜59歳 合計

職員数（人） 4 2 0 3 3 30

5�職員数の推移
年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 過去5年間の

増減数（率）
職員数（人） 27 29 30 30 30 30 3（11.1%）

　乙訓圏域障がい者自立支援協議会の事務局として、全体会及び部会等の
円滑な運営と課題の解決を図るため必要な調整を行っています。
〇全体会　4/26開催

乙訓圏域の障がい者に関わる34機関・団体で構成
〇運営委員会

乙訓地域の障がい福祉行政、保健所、相談支援事業所等で構成し、各部
会等の進捗管理をしています。

〇専門委員会
・「医療的ケア」委員会→「医療的ケア」が必要なケースの検討、サー

ビスの提供体制を協議するとともに、病院や介護施設での短期入所施
設の開設に向けての条件等の学習・協議を行っています。

〇専門部会
・地域生活支援部会→緊急時アンケートの結果を受け、緊急時対応がで

きる地域での体制づくりに向けて、設置が必要とされている地域生活
支援拠点の機能と関連した協議を行っています。

・相談支援部会→昨年のサービスの支給量・利用量からの分析をもとに
特に必要な事業について市町が策定する「福祉計画への提案」を９月
に行いました。また、相談支援事業所を対象とした研修会を開催する
こととしています。

・就労支援部会→公的機関を含めた障がい者実習施設の確保を目指して
課題等を検討しています。そのため、まず大山崎町役場で10月に庁内
実習を行いました。また、就労系事業所の現状を明らかにするための
聞き取り調査を実施するとともに、障がい者雇用率の未達成企業への
働きかけを行うこととしています。

〇課題別プロジェクト
・喀痰吸引等研修プロジェクト→「医療的ケア」に関する講義や実技を

介護職員認定研修事業として乙訓福祉会と共催で10月に実施し、31
名の受講者がありました。

・精神障がい者地域生活支援プロジェクト→昨年から実施している不動
産仲介業者の聞き取り調査の結果をまとめました。これからも障がい
への正しい理解を求める啓発事業を行うこととしています。

　平成29年度第1回乙訓障がい者基幹相談支援センター研修会を7月21日に開催しました。今回は「多職種連携・協働の
基本的機能について」と題して、大阪府立大学 地域保健学域教育福祉学類 山中京子教授に講演をしていただきました。講
演では多職種の連携・協働の基本的機能を学ぶことを通して、その必要性を具体的に認識することで、よりよい多職種の
連携・協働につながり、そのことは支援者の能力向上にもつながることを学びました。

　平成24年10月に障害者虐待防止法が施行され約5年が経
ちました。法律の施行に伴い設置された乙訓障がい者虐待
防止センターでは、設置してから平成29年3月末までの約
5年間で、養護者による虐待の通報が44件、うち虐待有り
と判断した件数が28件、施設従事者による虐待の通報が
22件、うち虐待有りと判断した件数が7件ありました。
　通報者は障がい福祉関係者からが半数以上を占め、次い
で本人、警察と続いています。
　虐待行為は、養護者による虐待の8割以上が身体的虐待
で、施設従事者による虐待の8割以上が心理的虐待となっ
ています。
　使用者による虐待の通報も4件受理しました。

乙訓圏域障がい者総合相談支援センター  TEL.075-954-7939���FAX.075-959-9086

乙訓障がい者基幹相談支援センター  TEL.075-952-6521���FAX.075-959-9086

乙訓障がい者虐待防止センター  TEL.075-959-9085（通報専用）　075-952-6521　FAX.075-959-9086  

障がい者相談支援課 障がい者相談支援課には、乙訓障がい者基幹相談支援センター、乙訓障がい者総合
相談支援センター（乙訓圏域障がい者自立支援協議会事務局）、乙訓障がい者虐待防
止センターの３センターを設置しています。

身体的虐待 叩く、蹴るなど暴力行為
縛りつけたり閉じ込めたり不要な薬を飲ませたりして動きを抑制する行為　など

心理的虐待 怒鳴る　ののしる　悪口を言う
仲間に入れない　子ども扱いする　わざと無視する　など

性的虐待 わいせつな行為をすること　わいせつな話をすること　
わいせつな映像を撮ること、見せること　　など

放置・放任
（ネグレクト）

食事や入浴などの介助をしない　不衛生な環境で生活させる
同居人の虐待行為を見て見ぬふりする　　　など

経済的虐待 年金や賃金、預貯金の管理を本人の同意なしに行っている
日常的に必要なお金を使わせない　　　など

身近でお気づきのことがあれば乙訓障がい者虐待防止センターまでご相談ください。相談者の秘密は守られます。
電話　075-959-9085　　FAX　075-959-9086　　メール　otsufuku-center@y-mobile.ne.jp

こんなことが虐待に……
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②職員の給与等のあらまし
組合職員の給与は、国家公務員等に準じ「条例」に基づき支給されています。
なお、ここでお知らせする給与などは、税金や社会保険料を控除する前の額
で、手取り額ではありません。

③職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成28年度）
1�職員の勤務時間（標準的なもの）
1週間の勤務時間 1日の勤務時間 休憩時間
38時間45分 午前8時30分〜午後5時15分 午後0時〜午後1時

2�年次有給休暇の取得状況
区分 日数（日） 取得率　（%）

年間平均取得日数 11.8 59

（注）�平成28年中の全期間在職した一般職員の状況です。取得率を算出するための付与日
数には前年繰越分を除いています。

④職員の分限及び懲戒処分の状況(平成28年度)
処分の種類 処分者数
分限処分 ０人

懲戒処分

免職 ０人
停職 ０人
減給 ０人
戒告 １人

情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況について
（平成28年度）

情報公開制度は、組合が保有する情報を積極的に公開することで、より一層
開かれたものにする制度です。ただし、情報が個人情報や意思形成過程情報
などに該当するときは、非公開となる場合があります。
個人情報保護制度は、組合が保有する個人情報について具体的な管理ルール
を定めプライバシーを保護するとともに、本人からの請求により自己に関す
る情報の開示などを求めることができる制度です。

1�職員給与の状況
（平成28年度決算）

（注）1��職員数は、28年4月1日現在の人数（再任用職員を含む）
にかかる金額です。

　　 2�職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。

職員数
（A）

給与費 一人当たりの給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） （B/A）

31人 107,416千円 23,736千円 44,784千円 175,936千円 5,675千円

2��職員の平均給料月額
及び平均年齢の状況
（平成29年4月1日現在）

一般行政職
平均給料月額 平均年齢

303,607 38.5歳

3�職員の初任給の状況（平成29年4月1日現在）
区　分 組　　合 国

一般行政職 大学卒 180,400円 178,200円
高校卒 152,400円 146,100円

4�退職手当の状況（29年4月1日現在）
区分 組　　　　合 国

退職手当

支給率 自己都合 応募・定年 自己都合 応募・定年
勤続20年 20.445月分 25.55625月分

組合と同じ勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の
加算措置

定年前早期退職者
特例措置
2〜20%加算

定年前早期退職者
特例措置
3〜45%加算

（注）�退職手当の支給に関しては、本組合を含む7市11町村13一部事務組合（平成29年4
月1日現在）で組織する「京都府市町村職員退職手当組合」に加入しています。

6�級別職員数の状況（平成29年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

計標準的な職務内容 主事 主事 主査
主事

係長
総括主査
主任

課長補佐
施設長補佐

次長　課長
施設長　主幹 局長

職員数 0 4 8 12 1 4 1 30
構成比（%） 0.0 13.3� 26.8� 40.0 3.3� 13.3� 3.3� 100�

（注）一般職の職員数です。

介護障害審査課
介護認定審査会及び障害支援区分認定審査会
介護障害審査課は、向日市・長岡京市・大山崎町における介護保険の要介護認定と障害者総合支援法に

基づく障害支援区分認定の審査会事務局を担っています。

今年4月に前委員の任期満了に伴い、介護及び障害両審査会委員の改選を行いました。介護認定審査会は、
72名の審査委員を18のグループに分け、また障害支援区分認定審査会は、10名の審査委員を2つのグルー
プに分けた合議体で開催しています。
いずれの審査会においても、申請を受け付けたそれぞれの市町が、国が定める一次判定ソフトに基づき

コンピューターにより一次判定を行います。しかし、それだけでは申請者固有の状態を評価することはで
きないため、両審査会は、一次判定結果を原案とし、認定調査票の特記事項と主治医意見書の内容をくみ
取り、保健、医療、福祉等の専門性の観点から総合的に判断し、二次判定を実施しています。
なお、公平公正な審査のため、申請者の氏名、住所、病院名等、個人が特定される情報を含まない資料

を使用しています。
現在の審査委員の職種の内訳は右表のとおりで、任期は平成29年4月から平成31年3月までです。

両審査会の運営委員会を開催しました
運営委員会は、各合議体間で審査判定基準を平準化するために開催しています。
今年度も介護認定審査会の運営委員会を9月29日（金）、また障害支援区分認定審査会の運営委員会を

10月31日（火）に開催しました。
まず審査会事務局から審査件数に関する実績等を報告し、審査委員からは日頃の審査会の様子や疑問等

が出され、活発な意見交換ができました。
今後も、情報共有をしながら、認定調査項目や二次判定における留意事項を確認し、各合議体間の平準

化を目指していきます。

介護認定審査会
職　種 人　数
医　師 32
歯科医師 4
薬剤師 2
看護師 5
保健師 1

歯科衛生士 2
介護福祉士 17
社会福祉士 3
作業療法士 2
福祉関係者 4
合計 72
障害支援区分認定審査会
職　種 人　数
医　師 4

社会福祉士 4
介護福祉士 1
福祉関係者 1
合計 10

請　　求 公　　開 非 公 開
情 報 公 開 0　件 0　件 0　件

請　　求 開　　示 不 開 示
個人情報保護 26　件 26　件 0　件
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この広報誌は再生紙および植物油インキを使用しています。この広報誌は再生紙および植物油インキを使用しています。

就労継続支援（Ｂ型）事業

生活介護事業

地域活動支援センター事業

　今回は苑外での販売活動を紹介させて頂こうと思います。10月
1日、毎年京都市洛西ふれあいの里授産園で行われている、「洛西
ふれあいの里秋まつり」に参加しました。今年はキャラメル味の
ポップコーンを紙カップ1杯100円で販売しました。利用者の方も
2名販売員として参加して頂き、恥ずかしがらず大きな声で「ポッ

プコーン売ってますー！良かったら見ていって下さい！」と一生懸命
お客さんを呼び込んでおられました。その甲斐もあってか最終的
に、７,３００円の売上げがありました。また12月9日に長岡京市立中
央公民館で開催予定の「障がい者児の人権を考える市民のひろ
ば」、12月10日長岡第十小学校で開催予定の「長十フェスタ」でも
出店を予定していますので、是非お立ち寄り下さい。

　「障害」の「害」という漢字は否定的なイメージを思い浮かべたり、不快感をもたれたりと、人に対して使用することが心身に障がいを持つ方々への差
別や偏見を助長しかねません。このことから、本組合で作成・発送する文書や広報などは、人や人の状態を表す「障害」の文字を「障がい」と表記しま
す。但し、法律や制度の名称及び「障害物」など人や人の状態を表さない言葉では、従来どおりの表記となります。

乙訓若竹苑は、就労継続支援（B型）事業・生活介護事業・地域活動支援センター事業・
日中一時支援事業・相談支援事業を行っています。
TEL ０７５・９５４・６５０１　FAX ０７５・９５４・６５８８

「障がい」のひらがな
表記について

乙 訓 若 竹 苑

乙訓福祉施設事務組合とは向日市、長岡京市、大山崎町の2市1町が福祉事業の一部を共同して行うことを目的として設立されている一部事務組合（特別地方公共団体）です。

乙訓福祉施設事務組合
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「地域活動支援センターでは何をしているの？」
というお声があるので活動をご紹介します。

火曜日～土曜日、どの曜日も利用定員に空きがあります。
自宅中心の生活をされ、もう少し過ごしの選択肢を
広げたい方など、ご連絡下さい。

生活介護　利用者さんの作品

宝ヶ池 子どもの楽園

●上半期の生活介護事業の様子
　生活介護事業では、1か月に2～3回の頻度で創作活動を行って
います。創作物は個人の自由な絵描きや季節に合わせた小物作り
など、その時々で決めています。今までは生活介護の利用者さん全
員で作った造形物を芸術展に出展していたのですが、今年は初めて
個人の作品としてそれぞれの利用者さんが出展することとなりまし
た。自分が塗りたいように塗った絵や好きな駅名を並べた作品な
ど、1人1人の感性や想いの詰まった作品です。また、作品だけでは
なくその作品を入れる額縁までも手作りをして、さらに個性的な作
品に仕上がりました。
●お願い
　生活介護事業では生産活動・リサイクル活動のため、アルミ缶と
牛乳パック（中身をよく水洗いし乾燥させたもの）の回収を随時行っ
ております。ご協力いただける方は、乙訓若竹苑（０７５－９５４－６５０１
生活介護事業）までご連絡ください。
皆様のご協力をお待ちしております。

●平成29年度アルミ缶による
　上半期の収入。
アルミ缶：総重量 246,5kg
　　　　 買い取り価格100～110円/kg
合計 26,133円の収入となりました。
ご協力ありがとうござました。

●月間活動、予定：月1回外出レクリエーションを実施しています

・4月　ボウリング、カラオケ、お茶（喫茶店）を楽しみました。
・5月　さくらであい館（八幡市）、水無瀬川緑地公園（島本町）で
　　　ゆっくり過ごしました。
・6月　バーベキューをしました。
・7月　祇園祭の鉾を見にいきました。
・8月　夏祭りで、ビンゴゲーム、魚釣りなどを楽しんだり、
　　　かき氷を食べました。
　　　夏祭りは2日実施し、1日は生活介護と一緒に、もう1日は
　　　利用者さんのご家族にも参加していただきました。
・9月　プール、青少年科学センターに行きました。

その他に、月1回、「スポーツ､ゲーム」「音楽レクリエーション」「健康相
談日」「ティータイム（お茶をしながら利用者さんと翌月の予定確認を
します。）」不定期で、「調理レクリエーション」「体育館を借りて運動遊
び」などを実施しています。

●週間予定：曜日毎に決まった活動について紹介します

・火曜日　仕事･･･30分～1時間程度。2週に1度のアルミ缶回収日に、
　　　　 井ノ内自治会さん始め、地域の皆さんに頂いたアルミ缶を
　　　　 「洗う」「潰す」「リサイクル業者に持ち込み」しています。
　　　　 そこで頂いたお金は仕事を頑張った方の工賃としています。
・水曜日　長岡京市の図書館･･･2週に1度行っています。
・木曜日　書道･･･1時間程度。ボランティアさんにお手伝い頂いています。
・金曜日　仕事･･･30分程度。アルミ缶を潰す作業を主にしています。
・土曜日　決まった予定はありません。
不定期で、散歩、仕事（除草作業、植木の剪定）畑作業などをしています。
月間予定＋週間予定を組み合わせても毎日の予定がぎっしり詰まる
ことはありませんので、地域活動支援センターでは全体的にゆったり
とした時間が流れています。また、空き時間に趣味の活動をされた
り、個々の活動、過ごしをされています。

ポニーの園庭でお餅つき

ポニーの園庭で水遊び


